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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成20年10月30日(2008.10.30)

【公開番号】特開2006-114890(P2006-114890A)
【公開日】平成18年4月27日(2006.4.27)
【年通号数】公開・登録公報2006-017
【出願番号】特願2005-268919(P2005-268919)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/32     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/78     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  71/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６８０　
   Ｃ０８Ｇ  18/32    　　　Ａ
   Ｃ０８Ｇ  18/78    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｇ  71/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月16日(2008.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一方が透明または半透明である一対の電極間に挾持された一つまたは複数の
有機化合物層より構成される有機電界発光素子において、
　該有機化合物層の少なくとも一層が、下記一般式（Ｉ－１）および（Ｉ－２）で表され
る構造から選択される少なくとも一種を部分構造として含む繰り返し単位を有する電荷輸
送性ポリウレタンを含有し、該電荷輸送性ポリウレタンが、下記一般式（ＩＩ－１）また
は（ＩＩ－２）で表されるポリウレタンであり、さらに該有機化合物層の少なくとも一層
が、発光性高分子を含有していることを特徴とする有機電界発光素子。
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【化１】

〔一般式（Ｉ－１）および（Ｉ－２）中、Ｒ1～Ｒ3は、それぞれ独立に、水素原子、アル
キル基、アルコキシル基、置換アミノ基、ハロゲン原子、または置換もしくは未置換のア
リール基を表し、Ｘは置換または未置換の２価の芳香族基を表し、ｋは０および１から選
ばれる整数を表す。一般式（ＩＩ－１）および（ＩＩ－２）中、Ａは前記一般式（Ｉ－１
）および（Ｉ－２）で表される構造から選択される少なくとも一種を表し、Ｒは水素原子
、アルキル基、置換もしくは未置換のアリール基、または置換もしくは未置換のアラルキ
ル基を表し、Ｔは炭素数１～６の２価の直鎖状炭化水素基または炭素数２～１０の２価の
分岐鎖状炭化水素基を表し、ＹおよびＺは２価のジイソシアネート、アルコール、または
アミン残基を表し、ｍは０および１から選ばれる整数を表し、ｐは５～５０００から選ば
れる整数を表す。〕
【請求項２】
　前記発光性高分子がπ共役系高分子であり、フルオレン、チオフェン、ビニレン、チエ
ニレンビニレン、フェニレンビニレン、ｐ－フェニレン、もしくはこれらの置換体、また
は、これらの２種以上を繰返し単位とし、かつ該繰返し単位の数ｘが４～１０の整数であ
るπ共役系オリゴマー、もしくは該繰返し単位の数ｘが１０以上の整数である高分子化合
物であることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光素子。
【請求項３】
　透明電極上に、前記一般式（Ｉ－１）および（Ｉ－２）で表される構造から選択される
少なくとも一種を部分構造として含む繰り返し単位を有する電荷輸送性ポリウレタンを含
有する電荷輸送層、および前記発光性高分子を含有する発光層が、順次形成されているこ
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とを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光素子。
【請求項４】
　前記発光層が電子輸送性化合物を含有することを特徴とする請求項３に記載の有機電界
発光素子。
【請求項５】
　透明電極上に、前記一般式（Ｉ－１）および（Ｉ－２）で表される構造から選択される
少なくとも一種を部分構造として含む繰り返し単位を有する電荷輸送性ポリウレタンおよ
び前記発光性高分子を同時に含有する発光層が、形成されていることを特徴とする請求項
１に記載の有機電界発光素子。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
＜１＞　少なくとも一方が透明または半透明である一対の電極間に挾持された一つまたは
複数の有機化合物層より構成される有機電界発光素子において、該有機化合物層の少なく
とも一層が、下記一般式（Ｉ－１）および（Ｉ－２）で表される構造から選択される少な
くとも一種を部分構造として含む繰り返し単位を有する電荷輸送性ポリウレタンを含有し
、該電荷輸送性ポリウレタンが、下記一般式（ＩＩ－１）または（ＩＩ－２）で表される
ポリウレタンであり、さらに該有機化合物層の少なくとも一層が、発光性高分子を含有し
ていることを特徴とする有機電界発光素子である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
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【化１】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
〔一般式（Ｉ－１）および（Ｉ－２）中、Ｒ1～Ｒ3は、それぞれ独立に、水素原子、アル
キル基、アルコキシル基、置換アミノ基、ハロゲン原子、または置換もしくは未置換のア
リール基を表し、Ｘは置換または未置換の２価の芳香族基を表し、ｋは０および１から選
ばれる整数を表す。一般式（ＩＩ－１）および（ＩＩ－２）中、Ａは前記一般式（Ｉ－１
）および（Ｉ－２）で表される構造から選択される少なくとも一種を表し、Ｒは水素原子
、アルキル基、置換もしくは未置換のアリール基、または置換もしくは未置換のアラルキ
ル基を表し、Ｔは炭素数１～６の２価の直鎖状炭化水素基または炭素数２～１０の２価の
分岐鎖状炭化水素基を表し、ＹおよびＺは２価のジイソシアネート、アルコール、または
アミン残基を表し、ｍは０および１から選ばれる整数を表し、ｐは５～５０００から選ば
れる整数を表す。〕
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　本発明における電荷輸送性ポリウレタンは、下記一般式（ＩＩ－１）および（ＩＩ－２
）で表される。
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